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集

　
皆
さ
ん
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
町
が
進
め
て
い
る
岡
垣
町
地

域
情
報
伝
達
無
線
シ
ス
テ
ム
「
で
ん
た
つ
く
ん
」の
整
備
。
戸
別
受
信
機

の
無
償
貸
与
が
始
ま
る
前
に
、
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
課
へ

目
指
す
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い

　
近
年
、
異
常
気
象
で
局
地
的
豪

雨
や
土
砂
災
害
な
ど
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
熊
本
地
震
災
害
の
よ
う

な
大
き
な
災
害
も
発
生
す
る
な

ど
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
21
年
度
に
緊
急

防
災
無
線
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー

を
整
備
し
、
災
害
時
な
ど
に
緊
急

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
や
、

屋
内
の
人
に
伝
え
る
た
め
の
手

段
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前

か
ら
各
世
帯
に
設
置
し
て
い
る
有

線
放
送
設
備
の
老
朽
化
も
問
題
と

な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
仕
組
み
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
に
住
む
皆
さ
ん
や
病
院
、
福

祉
施
設
な
ど
に
、
確
実
に
情
報
が

伝
わ
る
よ
う
戸
別
受
信
機
を
無
償

貸
与
し
ま
す
。
戸
別
受
信
機
を
置

く
こ
と
で
、
国
や
町
か
ら
の
情
報

を
迅
速
か
つ
正
確
に
、
屋
内
ま
で

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

自
治
区
・
校
区
単
位
で
の
情
報
発

信
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
使

用
し
て
い
た
有
線
放
送
設
備
の
代

わ
り
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
放
送
内
容
の
録
音
機

能
が
あ
る
た
め
、
万
が
一
放
送
を

聞
き
逃
し
て
も
、
あ
と
か
ら
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戸
別
受
信
機
を

全
戸
に
無
償
貸
与
し
ま
す
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通常時も災害時も活躍するでしょう

旭南区長　橋村魁さん

　今回整備される「でんたつくん」は、
国や町からの情報をすぐに入手でき
ること、地域ごとに自治区・校区放
送ができることが最大の魅力だと感
じます。
　現在は、町から情報伝達の依頼が
あると、有線放送を流すために、わざ
わざ公民館に行かなければなりませ
ん。また、外出時などは区民に情報を

伝えるのが遅くなることもあります。
しかし、今後は町からの依頼が減る
など負担が軽くなります。さらに、自
治区・校区放送などを、外出先から電
話一本で流せるようになります。
　戸別受信機の全戸設置で、各自治
区の状況に応じたきめ細やかな情報
伝達が実現できるのではないかと期
待しています。

■緊急一斉放送
○�地震、津波、風水害、台風、
テロ災害などの避難情報
○�芦屋基地に関する災害情報
■通常時一斉放送
○町行事の案内、延期・中止連絡

など

■自治区・校区放送
○�災害時の地域に応じた細やか
な放送
○�自治区、校区の情報（清掃活動、
廃品回収など）
○行事の案内、延期・中止連絡

など

■戸別受信機の機能
○緊急一斉放送の受信
○通常時一斉放送の受信
○自治区・校区放送の受信
○�放送内容の録音・再生
※一定の録音件数を超え
ると古いものから消えてい
きます

役場（無線・電話回線）

屋外アンテナ
（町内約 24カ所に設置）

区長など（電話回線）

■�「でんたつくん」のイメージと戸別受信機の機能

各世帯の戸別受信機へ

特集

目指すは安心して暮らせる地域

3 広報おかがき　2017.5.25



Ｑ
．
戸
別
受
信
機
の
貸
与
は

　
　
１
戸
に
１
台
？

Ａ　
世
帯
主
に
１
台
を
無
償
貸

与
し
ま
す
。
２
世
帯
が
同
じ
棟

に
住
ん
で
い
る
と
き
は
１
台
、

母
屋
と
離
れ
な
ど
で
世
帯
を
分

け
て
い
る
と
き
は
原
則
１
台
ず

つ
貸
与
し
ま
す
。

Ｑ
．
取
り
付
け
作
業
や

　
　
設
置
費
用
は
？

Ａ　
取
り
付
け
作
業
は
、
主
に

町
内
の
電
気
事
業
者
な
ど
が
各

家
庭
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。

事
業
者
は
町
が
発
行
す
る
証
明

書
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

設
置
工
事
に
か
か
る
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
ど
こ
に
設
置
す
る
？

Ａ　
住
ん
で
い
る
人
が
よ
く
い

る
部
屋
の
コ
ン
セ
ン
ト
周
辺

で
、
緊
急
時
の
持
ち
出
し
や
日

ご
ろ
の
ボ
タ
ン
操
作
が
簡
単
に

で
き
、
電
波
の
受
信
状
況
が
い

い
場
所
に
設
置
し
ま
す
。
設
置

す
る
と
き
に
、
事
業
者
が
電
波

の
状
況
を
確
認
し
、
悪
い
と
き

は
外
部
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ

ナ
は
町
が
無
償
貸
与
し
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ン
セ
ン
ト
が
近
く
に

　
　
な
い
と
き
は
？

Ａ　
コ
ン
セ
ン
ト
が
近
く
に
な

い
と
き
や
す
べ
て
使
用
し
て
い
る

と
き
は
、
電
源
タ
ッ
プ
や
延
長

ここで解決！
戸別受信機のギモン
　戸別受信機は、病院や福祉施設、そして皆さんの家庭に必ずやっ
て来ます。取り付け作業や設置後の管理、転出したときの対応など、
皆さんが抱えるさまざまな疑問に答えます。

もしものときに備えて
事前に確認してください
　これから梅雨時期を迎え、土砂災
害や河川の増水、道路の浸水被害
などが発生しやすくなります。いつ起
こるかわからない地震とは違い、大
雨による土砂災害や河川の増水は、
雨の降り方に注意することで、被害
を未然に防ぐことができます。
　「自分の安全は自分で守る」と

いう気持ちで、日ごろから避難方
法や避難場所などを確認しておき
ましょう。
津波浸水想定・遠賀川浸水想定
が新しく公表されました
　今回の公表に伴い、防災マップ
の内容を一部修正したものを広報
おかがき５月25日号に折り込んで
います。すでに配っている防災マッ
プの巻末袋に入れてください。

梅雨時期を
迎える前に

コ
ー
ド
な
ど
を
購
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
設
置
業
者
か
ら
購

入
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
業

者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
電
池
な
ど
は
不
要
？

Ａ　
戸
別
受
信
機
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
が
使
え
な
い
非
常
時
は
ア

ル
カ
リ
電
池
２
個
で
作
動
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
か

ら
貸
与
す
る
と
き
は
電
池
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の

交
換
は
実
費
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
電

池
交
換
の
目
安

は
、
使
用
状
況

に
も
よ
り
ま
す

が
、
お
お
む
ね

年
１
回
で
す
。

Ｑ
．
自
治
区
・
校
区
放
送
は

　
　
誰
で
も
で
き
る
？

Ａ　

自
治
区
・
校
区
放
送
は
、

指
定
さ
れ
た
番
号
に
電
話
す
る

と
流
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
番
号
を
知
っ
て
い

る
自
治
区
長
と
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
長
の
み
放
送
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
有
線
放
送
で
は

自
治
区
に
よ
っ
て
、
自
治
区
長

以
外
が
直
接
放
送
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
使
い
方

は
、
町
に
届
け
出
を
す
る
こ
と

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
い
つ
か
ら
運
用
す
る
？

Ａ　
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
た

地
域
か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

一
番
早
い
地
域
で
、
テ
ス
ト
運

用
は
平
成
30
年
１
月
か
ら
、
本

格
運
用
は
平
成
30
年
４
月
か
ら

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
転
出
・
町
内
転
居
を

　
　
し
た
と
き
は
？

Ａ　
戸
別
受
信
機
は
、
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主
に

貸
与
し
ま
す
。
世
帯
全
員
が
町

外
に
転
出
す
る
と
き
は
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
戸
別
受

信
機
は
、決
め
ら
れ
た
自
治
区・

校
区
の
放
送
が
受
信
で
き
る
よ

う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
治
区
が
変
わ
る
町
内

転
居
の
と
き
は
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
転
居
先
の
自
治
区
・
校

区
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

戸
別
受
信
機
を
、
新
た
に
無
償

貸
与
し
ま
す
。

Ｑ
．
戸
別
受
信
機
が
故
障
や

　
　
破
損
し
た
と
き
は
？

Ａ　
初
期
不
良
や
落
雷
な
ど
の

自
然
災
害
で
壊
れ
た
と
き
は
、

町
が
無
償
で
修
理
や
交
換
を
し

ま
す
。
た
だ
し
、
故
意
に
破
損

さ
せ
た
と
き
な
ど
は
、
修
理
代

の
請
求
や
新
規
購
入
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
丁
寧

に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
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内浦校区
平成 29 年度

吉木校区
平成 29 年度

戸切校区
平成 29 年度

海老津校区
平成 30年度以降

山田校区
平成 30年度以降

　いよいよ「でんたつくん」の整備が
始まります。この整備には、芦屋基地
に関係する国の補助金を活用してい
ます。運用開始後は、迅速かつ確実
に災害情報を伝達できるとともに、
地域情報の発信で地域コミュニティ
の充実が期待されます。そのため、町
では戸別受信機を全戸に必ず設置す
るよう条例で定めました。
　災害が発生すると、被害をゼロに

することは困難です。しかし、あらか
じめ状況に応じた準備や対策をする
ことで、被害を最小限にすることがで
きます。
　これから、各家庭や病院、福祉施
設などへの戸別受信機の設置を進め
ていきますので、皆さんの協力をお願
いします。「でんたつくん」が多くの皆
さんに親しまれ、愛着をもっていただ
けることを願っています。

町
内
全
戸
に
順
次

設
置
し
て
い
き
ま
す

岡垣町長　宮内實生

　平成28年熊本地震災害発生時、
皆さんから寄せられた物資と町の
備蓄品を被災地に届けました。その
際、無償で支援活動に協力してくれ
た企業などに感謝状を贈りました。
明和運輸㈲　従業員一丸となって、
支援物資を４トントラック２台に積
み、熊本市内に搬送してくれました。
㈱つじ　支援物資搬送車両に掲げ
る横断幕を２枚作成してくれました。

井上勝弘さん　町の水害時に役立
ててほしいと、自身が持つゴムボー
トを寄付してくれました。

被災地などを
支える行動に感謝

▲㈱つじ・辻一昭さん、宮内町長、井上勝弘さん、明和運輸㈲・小早川敬義さん

平成29年７月ごろから31年
度にかけて設置していきま
す。それぞれの設置時期が
近づいたら、事前に町公式
ホームページや組回覧など
でお知らせします。

設置時期を確認！

■�戸別受信機の設置計画図

※有線放送設備の無い自治区は平成 29 年度に設置します
※設置時期は大きく前後することがあります

特集

目指すは安心して暮らせる地域
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